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会 長 挨 拶

真宮靖治 (玉川大学元教授)

木々の新緑が輝く季節です。緑豊かな

国土をあらためて見直す時季でもあります。

さて、今回 2期 目の会長を引き受けるに

当たつては、その責任の重さに遊巡したと

ころです。学会を維持し発展させるための

責務は、前期にも増 して大きいと自党して

お ります。引き続き会員の皆様のご協力、

ご支援をお願い申し上げます。

学会運営上の当面の課題は、会員数の維

持 ・増加、学会誌の充実 。発展であり、ま

さに学会存立の基盤に関わる問題に依然 と

して直面してお ります。学会として4期 目

に入る現時点において、まだまだ基礎固め

の段階にあることを認識 して、柔軟な対応

で臨むことを心がけてまい ります。今後、

総会の場で皆様にお諮 りする議題も多くな

ることでしょう。

日本線虫研究会以来主流となってきた農

林業中心の線虫問題は、なお現学会の中心

的位置づけになること変わりませんが、学

会として取り組む対象の範囲については、

今後は 「線虫学」の境界領域の拡大という

学問進歩の現状を色濃く反映したものにな

ることでしょう。例えば、線虫学の内容的

変化のきっかけとして、生物多様性の重要

性の認識、分子生物学を基礎とした系統分

類学の発展、遺伝子情報の解読とその応用

などをあげることができます。後生動物中

最多の種数をもつ線虫について、生物多様

性の視点は、生物資源として、また生態系

構成要素としての役割を解現するうえで大

きな意義をもつています。線虫の系統分類

を明確にすることは、宿主となる植物や動

物との相互関係を理解するうえでの重要な

基礎となります。また、地球上における種

の分布の現状を、歴史的経過を背景にして

考察することを可能にします。遺伝子情報
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の解読は、生物学に計り知れぬ進歩をもた

らしますが、病虫害対策としての抵抗性賦

与技術の開発などは身近な効用として期待

できます。クローニングは現実の技術とも

なっていることであり、線虫の関わる場面

のあることは十分に予想されます。

このように、線虫学は、その範囲がます

ます広がり、学問分野のボーダレス化傾向

の例外ではありません。一方でこうした多

岐にわたる学問領域を含む体系としての線

虫学を構築することは可能であり、また必

要なことでしょう。 日本線虫学会の将来像

をこのように位置づけることは飛躍しすぎ

かもしれませんが、こうした方向への前進

を可能にする人材、すなわち会員の増える

ことを願うばかりです。

最近、私も遅ればせながらインターネッ

トになじむようになってきましたが、世界

各地の線虫学会のホームページヘのアクセ

スでいろいろな情報を居ながらにして得る

ことが出来る便利さに感じ入つています。

どうしても彼我の学会比較をすることにな

ってしまいますが、その国際性、学会誌の

充実度 (論文数や、課題対象の幅など)に

ついては大いに刺激を受けています。学会

員数ではあまり違わない相手であつても、

線虫学の普及度というか、研究者の層の厚

さで差のあることを知らされています。わ

が学会の一層の発展が望まれます。なお、

日本線虫学会のホームページはまだ立ち上

がっていませんが、現在準備中であり、や

がて学会PRの 場として、また会員への情

報提供の場として大いに役立つことが期待

できます。また、できれば国際的な発信に

もなるようにしたいものです。

前号の学会ニュースで、国際線虫学会連

合 (IFNS)が 主催する第4回 国際線虫

学会議の開催地候補選定が進められている

ことお知らせしましたが、 IFNSの 評議

員 (日本からは石橋氏と真宮がでている)

による2回 にわたる投票の結果、僅差でカ

ナリー諸島のTenerifeに決定しました。次

点は南アフリカのPretottaでした。

Tenerifeはヨーロッパ線虫学会 (ES

N)に よる推薦であり、2002年 開催に向

けての準備が、 IFNSと ESNに よつて

今後進められることになっています。同地

は北アフリカ沿岸の大西洋上に浮かぶスペ

イン領カナリー諸島にあり、観光地として

も知られたところです。まだ先のことでは

ありますが、会員の皆様には今から参加の

こと心するようにしては如何でしょうか。

本ニュースの紙面で紹介されているよう

に、新しい事務局体制、編集委員会構成な

どが決まりましたが、その任に当たられる

方々には、お忙しい本務に加えて、学会の

ための業務にもご尽力くださいますようお

願い申し上げます。

1999-2000年 度

役員選挙開票結果
選挙管理委員会

3月 18日 に標記選挙の開票を行った結

果、下記の方々が選出されましたので報告

します。なお、所属は開票時点のものです。

[会長選挙]

当選 真 宮 靖 治

次点 近 藤 栄 造

[評議員選挙]

当選 水 久保隆之

近藤 栄 造

皆川 望

二井 一 禎

百田 洋 二

佐野 善 一

(玉川大農)

(佐賀大農)

(農研センター)

(佐賀大農)

(農研センター)

(京大農)

(北海道農試)

(九州農試)
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石橋 信 義 (佐賀大農)

山中 聡  (SDSボ わけック)

荒城 雅 昭 (農環研)

三輪 錠 司 (日本電気)

次点 白 山 義 久 (京都大理)

(上回康郎、吉田るり子)

事務局から
1.1998年 度第2回 評議‐員会 ロ

編集委員会合同会議開催される

標記会議が平成 11年 3月 16日 (日)午

後 6時 ～9時 農業研究センタとA地 区2号

館 (つくば市)で 開催されました。討議内

容及び結果については学会誌 29巻 1号 で

お知らせします。会議終了後、3月末日に

佐賀大学を退官される石橋信義元会長の慰

労会を行いました。

2.1999-2000年 度新役員体制

19992000年 度の評議員の意見集約を行

い、事務局 ・役員体制を次のように決定し

ました。会計監査委員候補者は、9月 開催

予定の総会でご承認を戴きます。会誌編集

は第 29巻 から新しい編集委員会で編集を

担当します。また、ニュース編集は今号

(17号 )よ り編集委員から選出されたニ

ュエス編集小委員会が担当します。

事務局長

水久保隆之 (農研センター)

会計幹事

伊藤 費 治 (同上)

庶務幹事

相場 聡  (同 上)

会計監査委員 (候補)

高木 一 夫 (日植防)

相川 拓 也 (森林総研)

選挙管理委員

樋田 幸 夫 (ローヌフ
°―ラン油化アグロ)

武内 克 義 (SDSハFイわック)

編集委員長

近藤

編集幹事

岩堀

相場

栄造 (佐賀大農)

英晶 (九州農試)

聡  (農 研センタ■)

■ ‐ 奈良部 孝 (北海道農試)

19992000年 度編集委員

荒城
｀
雅昭 (農環研)

BOLL、 Robert I.(Saint Louis Univl)

三井 一 禎 (京都大農)

GIBLIN‐ DAMS,Robin mat.

oniv.Florida)

石橋 信 義 (佐賀大農)

近藤 栄 造 (佐賀大農)= |

三輪 錠 司 (日本電気)

1皆 川 望  (農 研センター) t

百田 洋 二 (北海道農試)

小倉 信 夫 (森林総研)!

PLATZER,Edward G:

‐( On i V .ミ
、,Re v e r s i d e )

佐野 善
一

(九州農試)

白山 義 久 (京都大理)

多田 功  (九 州大医)

山中 聡  (SDSハ
｀
イオテック)

ニュース編集小委員会

(編集委員から選出)

荒城 雅 昭 (農環研)

小倉 信 夫 (森林総研)

1999年 日本線虫学会
Ⅲ

第 7回 大会の お知 らせ

1999年 度本大会を下記の通 り開催しま

す。大会に関するお問い合わせは下記大会

事務局までお願いします。

1)大 会事務局

三井 一 禎

京都大学大学院農学研究科
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地域環境科学専攻微生物環境制御分野      立 石 靖  (九 州農試)

唖比:075‐753‐6060         ③ 「実用性と今後の課題」

FAX:075‐753‐6173             上 田 康 郎 (茨城農総セ)

Emil血 山びd出 軍mュ 抵壺    ④ 「生物農薬としての実用性評価」

①講演申込み、②大会参加費の振込、③      三 平 東 作 (千葉県農試)

懇親会費振込、④エクスカーション参加申   13:00～ 17:00 -般 講演

込み、及び⑤会7J‐宿泊申込みは大会事務局   17:15～ 19:00 夕食

まで。講演要旨は受け付けません。会場は   19:00～ 20:20 夜間小集会

京都市の中心部から離れておりますので、  「 エレガンスとワインの夕べ」

夜間小集会、エクスカーションに出席され    ワ インを飲みながら、最新の話題をう

る場合は大会会場に宿泊すると便利です。    か がう場を設けました。

宿泊を希望者される方は大会事務局へお申   座 長 :神崎 菜 摘 (京都大農)

し込み下さい。なお、大会事務局は大会会   「 モデル実験動物としての線虫C.エ レガ

場以外の宿泊所の斡旋はいたしません。    ン ス :過去、現在、未来」

2)講 演要旨送付先                三 輪 錠 司 (日本電気)

講演要旨は7月 16日 (当日消印有効)  「 演題未定」

までにコピー 1部 を添えて、〒30}8604     安 達 宏 (ライオン)

つくば市観音台 3-11 農 業環境技術研究  9月 11日 (上)

所 線 虫・小動物研究室 荒 競 雅 昭 (電   9:00～ 12:00エクスカーション

話・FAX:0298-3鱗8316)あ てお送り下さい。 「 京大 ・上賀茂試験地見学ツアー」

誤って大会事務局に送付しないようにお願  4)会 場 (大会 ・懇親会)

いします。                関 西セミナーハウス

3)日 程                 〒 606-8134

9月 9日 (木)                 京 都市左京区一乗寺竹ノ内町23

13:00～14:00 総会              電 話:07卜 711-2115

14:00～18:00 -般 講演         交 通 (5。 6ペ ージの会場案内図を御参照

18:15～21:00 懇規会          下 さい)

9月 10日 (金)              (1)」 R京 都駅から

9:00～12:00 シ ンポジウム         (1)-1地 下鉄烏丸線北山駅 (約16

「天敵細菌バスツーリアを用いた             分 )下 草もタクシーで約 10分。

ネコブセンチュウ生物防除の展望と問題点」    (1)-2市 バス5系 統 (約50分)「 修

座長 石 橋 信 義 (佐賀大農)           学 院道」下車。徒歩約 15分。

① 「パスツーリアの生物学」         (2)京 阪出町柳から

奈良部 孝 (北海道農試)       (2)1タ クシーで白川通りから一乗寺

② 「線虫防除効果に及ぼす環境要因の影響      下 り松を経て曼珠院の北。約
一カンショのサツマイモネコプセンチュ       20分 。

ウ防除を中心に一」             (2)-2叡 出電車 「修学院」下車。徒歩



0修 学院離宮

京者『東インター
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約 20分 。

金はあるが時間の無い人には(1)1を 、

逆に時間はあるが、お金が無い人には(1)一

2を おすすめします。

5.参 加費

大会参力口費 2,000円

懇親会費  6,000円 (当日7,000円)

エクスカーション  (未 定)

なお、エクスカーシ ョンの費用は参加

人数により異なりますので、当日徴収とい

たします (2,000円程度の見込み)。

6.参 加及び講演申し込み

大会参加及び講演を希望 される方は、

参カロ費を添えて 1999年 7月 16日 (消印有

効)ま でに大会事務局宛お申し込みくださ

い。送金は、京都銀行修学院支店 145

3086281(日 座名 :線虫学会京都事務局、

代表 三 井 一 禎)を ご利用下さい。また、

同封 の葉書 に①講演 の有無

(講演代表者名)、 ②懇親会

参力日希望の有無、③エクスカ
ーション参カロ希望の有無、④

夜問小集会参加希望の有無を

ご記入の上投函下さい。

7.講 演発表

講演者は本会正会員に限り、

1人 1題 の発表とします。講

演時間は討論を含 め 1題 15

分を予定していますが、申込

数により変更することがあり

ます。講演に使用する図表は

3511ullスライ ドとし、 1題 につ

き 10枚 以内として下さい。

各スライ ドの光源側 に、講演

番号、演者名、挿入方向 (矢

印または赤線)、 映写順 を示

す番号を付けて下さい。

8.講 演要旨の作成

講演要 旨は、 B5版 横書き、

1行 45字 、全体 700字 以内を目安に作成

して下さい。要旨には、 1行 目から日本語

で演者名、続けて括弧 ()内 に所属、 1

字空けて演題、 1宇 空けて上記事項の英文

表記を記載 して下さい。本文は行を改めて

次の行から始めるものとします。上下余白

映写順序
|

No,1 ↑
赤線

再lヨ軍1里回

儀番〕 鴨 名〒
也子

会場 案 内図 :会 場 周 辺
5番のバスで、 「修学院道」バス停下車。そのままバスの進行方

向 (北向き)に 歩き、2つ 目の信号で道を横断し、そのまま喫茶店
サンルイの横の道を直進する (東向き)。 突き当たりに格森神社の

入り田がある。そのT字 路を左に曲がり (北向き)、 すぐ次の道を
右に出がり (東向き)直 進するとほぼセミナーハウスに到着しま

す。この間、徒歩約 15分です。
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を2.5clllとして下さい。講演要旨集は送付

いただいた要旨を写真製版して作成します。

見本 (付図)も 参考にして下さい。講演要

旨集は大会開催時に参加者に配布するとと

もに、日本線虫学会誌 29巻 2号 に掲載さ

れます。

9)プ ログラム

大会プログラムは本年8月発行予定の本

学会ニュース 18号に掲載します。

10)宿 泊

大会会場の関西セミナーハウスにはツ

ィン10室、 ト リプル 13室、5名 用の和室

1室 があり、大会事務局が9月 9日 は 40

名分、10日は 30名 分の宿泊を押さえてい

ます。各部屋にバス、 トイレがついていま

す。20名 以上の団体割引により、 1人

5,500円 で宿泊可能です (食事は含みませ

ん)。 数に限りがありますので、お早めに

大会事務局までお申し込み下さい。部屋割

については大会事務局と相談下さい。

(水久保隆之)

E記 事 ]

パラグアイ滞在観

清水 啓 (国際農林水産業研究センター)

皆様お早 うございます。こちらは夜の8

時です。もう朝晩めっきり冷えてきて夏も

終わろうとしています。ご挨拶がまるであ

べこべのパラグアイに来て早半年が経過 し

ました。国際農林水産業研究センター (」

IRCAS)の 「南米諸国における大豆の

高位生産 ・利用技術の総合的開発研究」プ

ロジェク トの生産環境分野の課題の病虫害

の発生生態と防除技術の開発の中で大豆の

線虫害の研究に携わっています。昨年 6月

赴任当時は冬に入つてお り、研究環境の整

備にほとんど費や し、本格的に仕事を始め

たのは本年 1月からでした。私はパラグア

イ東部のプラジルに国境を接するアル トパ

ラナ県イグアス市にありますJICAの パ

ラグアイ農業総合試験場 (CETAPA

R)に 籍を置いております。4 haの 圃場

と研究室、実験室、線虫分離室の3室 をお

借りし、日系のバイリンガルの秘書のお嬢

さんと同じく日系の実験助手の高校生の男

の子の3人 で言葉にも不自由なしに楽しく

毎日を送っております。設備は日本から持

ち込んだ 1,000万円の機材と4輪 駆動車が

あり、研究環境としては申し分ありません。

赴任直後の立ち上げ時はいろいろとインフ

ラ整備に苦労しましたが、現在ではそれも

落ち着いて、文献のないこと位を除いて満

足しています。

パラグアイの大豆は不耕起栽培により

平均3t/haの 高収量を上げています。大

豆栽培地帯はパラグアイとブラジル国境を

流れるパラナ河沿いに発達した玄武岩起源

の肥浜なテラロシャ土壊 (赤色土)の 上に

あり、北からアマンバイ、カニンデジュ、

アル トパラナ、イタプア4県 にまたがって

います。今年に入つて、この4県 の大豆圃

場の線虫調査をしました。その結果、一番

多くでる線虫はラセンセンチュウ、ついで、

ネコブセンチュウ、ネグサレセンチュウ、

ニセフクロセンチュウ等です。ダイズシス

トセンチュウは今のところ検出されており

ません。実際被害と直結している線虫はネ

グサレセンチュウとネコブセンチュウです。

剛者は4年 前 」ICA/CETAPA

Rの 専門家の小野木静夫氏が一時帰国時に

標本を持ち込まれ、農環研の皆川望室長

(現農研センター)に よリミナミネグサレ

センチュウPra972″粉″S句ル″ と同定され

まして、その後マリーゴール ドの栽培等で

だいぶ線虫害を押さえてきましたが、まだ
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表えを見せず拡大の方向にあります。被害

は圃場に黄色のパッチが現れ、周囲と比較

して革丈が著しく低いことではっきりその

被害が判ります。

後者は本年 1月～ 2月 にかけてJIRC

ASの 短期招聘で来られた農研センターの

奈良部孝氏 (現北農試)に よリサツマイモ

ネコブセンチュウ擁 わ′αtte ttcqgが筋と

ジャワネコブセンチュウM″ 切′cαがい

ること、ダイズに寄生する種は後者である

ことを確定していただきました。

も う一 つ 今 問題 に して い るの は

沢θ夕銘粉″ルS Sp.です。圃場にパッチ状に

草丈の極端に低いところがあり、そこから

寄生線虫としては本種のみ検出されました。

現場では病害らしきものはみられず、対策

に苦慮しており、今後接種実験により、本

種の関連性を追いたいと思います。因みに

本線虫は文献によりますと熱帯から亜熱帯

のアフリカ西海岸やメキシヨ湾沿いの北米

南部でダイズに被害を与えている報告があ

ります。

ダイズシストセンチュウはブラジルとア

ルゼンチンに発生しており、レースも前者

で7州 に9レ ースで抵抗性品種は3品種あ

り、後者で2県 に3レース見つかつていま

す。ブラジルとアルゼンチンには年に1、

2度 いく機会があり、そこの線虫研究者と

ダイズシス トセンチュウの研究の進展状況

と日本での現在までの成果について、情報

の交換など交流を深めています。ポル トガ

ル語とスペイン語はからきしだめなので、

つたない英語で苦労しております。

私が印象に残ったことを一つお話しし

てこの報告を終わりにしたいと思います。

ある試験場を訪れた際、シストの分離を見

せてもらいました。水道につなぐホースも、

泥をかき混ぜるビーカーもありません。飲

料水の空きペットボ トルの上を切つてビー

カー代わりにし、さらに小型の水を満たし

たボ トルの腹を絞つて水を出し、それをふ

るいに注いでシス トを集めていました。そ

れでも研究者は皆明るく、楽しそ うに仕事

をしているのには本当に頭が下がりました。

何もなくても工夫で、仕事はできるものだ

なあと今更教えられた思いです。研究環境

の整った日本ではとても考えられない光景

でした。

おわびと打正

日本線虫学会ニュースNo.16の 3ペ ージ、

三輪錠司氏の記事 「線虫 C夕 ,cgttsの全ゲ

ノム解読によせて」の第 3段 落に文章の欠

落がありました。正 しい第 3段 落は、次の

ようになります (欠落部下線)。

「Sulstonがゲノム解読に必要な資金を獲

得してゆく過程を見聞きすると、官が民の

金を吸い上げ再分配する 「スタテック」な

システムと民と官あるいは民と民が組んづ

解れつぶつか りなが ら金の流れが決まる

「ダイナミックJな システムの違いがよく

分かる。両者には一長一短あり、バランス

が大事である。不況の中でますます前者に

傾斜 しがちな日本にも後者を育て支える仕

組みがもつと真剣に考えられてもいいので

はないか。さて、本題に入ろう。」

また、同 じ記事 の 8ペ ー ジ、注 9の

Sanger CentreのWebsi俺のア ドレスが間違

っていました。

誤 :htp!す1岬 .sanger.acゎ

正 :h中 t,飾 ・Sanger.ac.Hk
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以上おわびして訂正 します。

(荒城雅昭)

E編集後記]

◆新 しい役員体制のもと、 日本線虫学会

ニュースの編集体制 も新 しくな りま し

た。小坂 肇 。串田篤彦 ・立石 靖 の

角編集担当にはたいへんお世話にな り

ました。荒城 ・小倉の新体制 (ニュー

ス編集小委員会)と な りま しても、こ

れまで通 りのご協力をよろ しくお願い

します。

◆今号は 1999年 度学会大会のお知 らせを

中心に、手持ちの原稿で編集 しました

ので、これまで通 りのスタイルでの発

行 とな りま した。今後、 日本線虫学会

ニュースにふ さわ しい内容 とスタイル

を追求して参 りたいと考えていますの

1999年5月 25日

日本線虫学会
ニュース編集小委員会発行

編集責任者 荒 城 雅 昭

(ニュース編集小委員会)

農業環境技術研究所

環境生物部微生物管理科

線虫 ・小動物研究室

T305‐8604

茨城県つくば市観音台3■白4

TEL:0298‐38‐8316(FAX兼 用)
FAX:0298‐38-8199

E‐mail:arachis(oniaes,afFに.gOJp

で、会員の皆さんのご意見をお待ちしてい

ます。

◆日本線虫学会ニュースの原稿を随時募

集 しています。身近な線虫の話題、諸

会議の報告、学会または会員への提案

等どのような内容でも結構ですので、

下記ニュース編集小委員会までご連絡

ください。

◆次号には 1999年度学会大会プログラム

が掲載されます。大会事務局長に代わ

りまして、会員各位の振るつてのご参

加、講演申込みをお願いします。

(荒城雅昭)

日本線虫学会ニュース第17号

ニュース編集小委員会

荒城 雅 昭 (農環研)

小倉 信 夫 (森林総研)

入会申し込み等学会に関するお問い合わせ

は学会事務局

〒305‐8666茨 城県つくば市観音台 3‐1■

農業研究センター 線虫害研究室まで

TEL:0298‐38‐8839

FAX:0298‐38‐8837

E‐maH:mizu(onarc.afFrctgOjp
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